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「香取の中世遺跡」
大
お お さ き じ ょ う あ と

崎城跡
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大
お
お
さ
き
じ
ょ
う

崎
城
は
国こ
く
ぶ分
氏
の
居
城
と

伝
え
ら
れ
、
古
く
は
「
矢
や
は
ぎ
じ
ょ
う

作
城
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
城
跡

は
香
西
川
の
中
流
域
、
南
か

ら
北
に
伸
び
る
台
地
に
あ
り
、

南
北
約
8
0
0
ｍ
、
東
西
約

3
0
0
ｍ
と
い
う
香
取
地
域
で

は
大
規
模
な
部
類
の
城
じ
ょ
う
か
く

郭
で
す
。

大
崎
城
跡
は
、
昭
和
45
年
に
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
分
氏
は
千
ち
ば
の
す
け
た
い
ら
の
つ
ね
た
ね

葉
介
平
常
胤
の

第
5
子
胤た
ね
み
ち通
に
は
じ
ま
り
、
戦

国
期
に
は
香
取
郡
内
で
最
も
有

力
な
在
地
領
主
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
胤
通
が
本
も
と
や
は
ぎ
じ
ょ
う

矢
作
城
を
築

き
居
城
と
し
、
国
分
氏
第
5
代

泰や
す
た
ね胤
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
大

崎
城
に
本
拠
を
移
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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人
の
た
め
の
。
手
作
り
の
基
本
を
詳

し
く
ま
と
め
た
1
冊
。
自
分
テ
イ
ス

ト
を
加
え
る
た
め
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
紹
介
。

は
な
を
く
ん
く
ん

ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
／
ぶ
ん

マ
ー
ク
・
シ
ー
モ
ン
ト
／
え

き
じ
ま
は
じ
め
／
や
く

　

雪
深
い
森
の
中
で
動
物
た
ち
が
静

か
に
冬
眠
し
て
い
ま
す
。
突
然
み
ん

な
目
を
さ
ま
し
、
は
な
を
く
ん
く
ん

さ
せ
て
駆
け
出
し
て
行
き
ま
す
。
そ

し
て
何
か
を
囲
む
よ
う
に
し
て
立
ち

止
ま
る
と
、
笑
い
な
が
ら
踊
り
だ
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
春
を

告
げ
る
一
本
の
黄
色
の
花
だ
っ
た
の

で
す
。
モ
ノ
ト
ー
ン
で
描
か
れ
た
寒

い
冬
の
世
界
に
春
を
告
げ
る
黄
色
い

花
が
唯
一
カ
ラ
ー
で
描
か
れ
て
い
る

印
象
的
で
詩
情
あ
ふ
れ
る
絵
本
。

▲絵図解説　（　）は筆者による

　

大
崎
城
は
天
正
18
年

（
1
5
9
0
）
の
徳
川
家
康
に
よ

る
関
東
制
覇
の
時
に
、
ほ
と
ん

ど
戦
う
こ
と
な
く
開
城
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

下
総
を
領
国
化
し
た
徳
川
家
康

の
家
臣
鳥と
り
い
も
と
た
だ

居
元
忠
が
入
城
し
ま

し
た
が
、
ま
も
な
く
岩
ヶ
崎
に

築
城
（
岩
い
わ
が
さ
き
じ
ょ
う

ヶ
崎
城
）
を
始
め
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
元
忠
は
岩
ヶ
崎
城

の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
、
慶

長
5
年
（
1
6
0
0
）
に
京
都

の
伏
見
城
で
戦
死
し
ま
す
。
遺

領
は
元
忠
の
第
2
子
忠た
だ
ま
さ政
が
継

ぎ
ま
し
た
が
、
陸む
つ
い
わ
き

奥
磐
城
へ
国

替
え
と
な
り
、
そ
れ
以
降
大
崎

城
は
廃
城
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

廃
城
か
ら
約
2
5
0
年
後
の

大
崎
城
跡
の
様
子
を
克
明
に
描

い
た
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

弘
化
3
年
（
1
8
4
6
）
の
「
臼

田
七
郎
右
衛
門
記
・
矢
作
古
城

跡
之
図
」
で
す
。
絵
図
に
は
「
御

本
城
跡
」「
妙
見
宮
跡
」「
城
戸
」

「
は
ま
し
ま
」
な
ど
と
共
に
、「
白

旗
大
明
神
」「
妙
性
寺
」「
本
命
寺
」

な
ど
の
書
込
み
が
多
数
み
ら
れ

ま
す
。「
御
本
城
跡
」は
主
郭
を
、

「
城き
ど戸

」
は
城
へ
の
入
り
口
を
指

す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
崎
城
跡
は
4
カ
所
の
郭
く
る
わ

と

斜
面
部
の
腰こ
し
く
る
わ

曲
輪
か
ら
な
り
ま

す
。
各
郭
は
堀ほ
り

に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
1
郭
は
台

地
の
先
端
に
あ
り
、南
へ
む
か
っ

て
第
2
郭
、
第
3
郭
、
第
4
郭

と
続
き
ま
す
。

　

大
崎
城
跡
で
は
、
過
去
4
回

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
第
1
郭
の
主
郭
部
、
主
郭

部
西
側
の
裾
部
と
中
段
部
、
第

3
郭
の
中
段
部
で
行
い
ま
し
た
。

主
郭
部
の
調
査
で
は
、「
虎こ
ぐ
ち口

」

と
思
わ
れ
る
主
郭
部
へ
の
入
り

口
跡
を
調
査
し
ま
し
た
。
主
郭

部
西
側
の
裾
部
は
絵
図
に
「
は

ま
し
ま
」「
城
戸
」
と
記
さ
れ
て

い
る
所
で
す
。
大
き
な
砂
岩
を

使
い
護
岸
工
事
を
施
し
た
濠
ほ
り
あ
と跡

や
、
盛
土
を
し
て
作
り
出
し
た

平
坦
部
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

平
坦
部
は
少
な
く
と
も
3

回
以
上
の
整
地
を
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
各
整
地
面
か

ら
は
建
物
跡
や
井
戸
跡
が
み
つ

か
り
ま
し
た
。
遺
物
は
漆
器
類

や
中
国
産
の
陶
磁
器
類
、
僧
侶

の
名
前
と
思
わ
れ
る
墨
書
「
遍

光
」
の
あ
る
土
器
、
呪
符
木

簡
「
急
急
如
律
令
」、
桜
の
木

を
削
っ
て
作
っ
た
「
永
禄
4
年

（
1
5
6
1
）」
銘
の
卒そ
と
う
ば

塔
婆
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
永
禄
4
年
は
、
織
田
信
長
が

桶
狭
間
の
戦
い
で
、
今
川
義
元

を
破
っ
た
1
年
後
の
年
で
す
。

　

第
1
郭
と
第
3
郭
の
中
段
部

か
ら
も
3
回
以
上
の
整
地
の
跡

を
確
認
し
ま
し
た
。
や
は
り
建

物
の
柱
跡
が
多
数
み
つ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
第
3
郭
で
は
、
堀

跡
か
ら
3
本
の
丸
太
を
束
ね
た

柱
跡
を
調
査
し
ま
し
た
。
堀
に

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
大
崎
城
跡
全

体
か
ら
す
れ
ば
僅
か
な
範
囲
で

す
が
、
文
献
や
絵
図
に
は
記
さ

れ
な
か
っ
た
城
跡
の
様
子
を
、

明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

4
回
の
発
掘
調
査

築
城
か
ら
廃
城

　

こ
の
た
び
、
元
香
取
市
議
会
議

員
の
椿
幸
雄
氏
と
、
元
佐
原
市
外

五
町
消
防
組
合
消
防
監
の
松
澤
正

直
氏
、
久
保
木
利
通
氏
、
濱
島
秀

夫
氏
に
、
長
年
の
功
績
が
称
え
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
叙
位
・
叙
勲

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
能
洋
氏
は
、
伊
能
忠

敬
関
係
資
料
9
0
0
点
余
り
を
本

市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙位・叙勲・褒章を伝達・受章

年の功績と市への寄贈に長

2 月 16 日春の季節料理教室
　山田地区食品衛生組合
による料理教室が、山田
公民館で開催されまし
た。組合員が講師となり、
参加者はメモをとりなが
ら、春の季節料理を作り
ました。

故 

椿　

幸
雄 

氏
（
玉
造
）

旭
日
単
光
章

伊
能　

洋 

氏
（
東
京
都
）

紺
綬
褒
章

故 

濱
島　

秀
夫 

氏
（
玉
造
）

従
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

正
六
位

故 

久
保
木
利
通 

氏
（
佐
原
ホ
）

従
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

（第 1郭）

（
第
2
郭
）

（
第
3
郭
）

（
第
4
郭
）

2 月 21 日自家製みそづくり教室
　道の駅くりもとで、み
そづくり教室が行われ、
参加者は作り方のコツを、
熟練の先生に教わりまし
た。ひと夏寝かせて発酵
させたみそは、11月ころ
においしくなります。


